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１ ２期目の市政運営 → 山中市長の考えが見えない 
【質問】１期目の公約の達成状況についての受止め 
【回答】これまでの４年間、「市民目線」で進めてきた取組が評価され、市民の皆様から再び負託を頂いた。 

選挙期間中、市民の皆様と対話をする中でも、この４年間の市政が評価されていると感じている。 
【質問】２期目の公約における最優先事項 

【回答】１期目で生まれた好循環を更に高めて、「市民生活の安心・安全」と「横浜の持続的な成長・発展」をより確かなものに  
していくために、更なる「ゆとり」の創出に向けた子育て支援策、地域交通の充実、大地震や豪雨などの災害対策など
様々な政策を進めていく。 

２ 市長の政治姿勢や市民等への情報発信 → 行政のトップとして自らが矢面に立つ姿勢が必要 
【質問】「市長の政治姿勢として、自らの声でもっと市民や来街者に向けた情報発信をすべき」 
【回答】必要な情報発信は適宜行っている、今後も、適時適切なタイミングで必要な情報を発信していく。 

３ 市長公舎 → 20政令市で横浜市だけの所有。今年の活用ゼロ。公舎のあり方を検討すべき 
【質問】市長就任後４年間の市長公舎の利用実績 

【回答】各国の大使をはじめとした海外の要人との面会や、地域の方をお招きした式典の開催など、令和６年度は 16件の   
利用。なお、令和３年度及び４年度はコロナ禍の影響により利用実績はなく、令和５年度は８件の利用。 

【質問】「市長公舎の今後の在り方を検討すべき」 
【回答】公舎は、市庁舎が機能しなくなった場合のような不測の事態の市対策本部の代替機能を備えている。そのようなこと 

今後も適切に維持・活用を図っていく。 

４ 中学校給食 → 実施に向けての管理体制強化、残食などの課題対策および継続して自校方式などの検討を要望 
【質問】今後の衛生管理の強化に向けた取組 
【回答】令和８年度に向け、事業者に対して、工場の定期巡回や臨時の点検等を通じた指導に加えまして、ＡＩ 技術を活用した 

新たな検品装置の導入についても検討をし、より高度な対策の導入を求めている。併せて、調理を担当する工場だけで

はなく、事業者の経営層を含めた組織全体で衛生管理に取り組む重層的な体制についても構築を進めている。 
【質問】利用されていない約４割の声の受止めと今後の取組の進め方 
【回答】提供できる食数を徐々に拡大してきております。現在、中学生全体の６割の方に提供を行っている。 

令和８年度に向けて、現在、供給体制の拡大を整えているところ。 

５ 障害者就労支援 → 障がい者の解雇者の再雇用の難しさ、就労に対する本市の積極支援を要請 
【質問】障害者雇用が進まない企業に対する取組 
【回答】障害者雇用が進まない企業に対する取組は、雇用に関心があるものの、具体的な進め方や職場理解に不安を感じる  

企業も少なくない。このため、就労支援センターと連携して、企業向けの出前講座を実施し、障害特性の理解や受け   
入れ時の配慮事項などを伝えるとともに、本市ウェブサイトで、障害者雇用の好事例を紹介している。 

引き続き、ハローワーク等とも連携し雇用を後押ししていく。 
【質問】「障害のある方が就労できるよう市としてより強い覚悟でしっかりと支援すべき」 
【回答】障害のある方の就労は、障害種別や程度、特性によって様々であり、きめ細かい支援が必要。障害福祉事業所や就労  

支援センターでは、面接対応やコミュニケーション力の向上など就労に向けた支援に幅広く取り組んでおり、今後は、
ICTの発展を踏まえた新たな働き方への対応や就業分野の新規開拓など、就労の入口から職場定着まで一人ひとり 
に寄り添った支援を行っていく。 
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  2025年 9月 9日から 10月 23日の議会日程にて第 3回定例会が開会中です。 

 過日、9月 12日には一般質問が行われ、 

会派を代表して登壇させて頂きました。 

横浜市政レポート 
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■横浜市会第 3回定例会日程 

★坂本勝司質疑予定 

10月 9日（木）  ★決算特別委員会道路局審査 

★決算特別委員会経済局審査 

     2０日（月）  ★決算特別委員会建築局審査 

     ２３日（木）  本会議（決算決議） 
 

 

  

      

 

 

 

 

 

 

横溝じゅん子（金沢区）・深作ゆい（都築区）・坂本勝司（戸塚区）・こがゆ康弘（旭区）・二井くみよ（磯子区）・熊本ちひろ（南区） 

 

 

 

 

■国民民主党・無所属の会 
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候補者公募 
国民民主党神奈川県連では、県内各級選挙の候補者を随時公募しております。 
下記応募要項をご確認の上、ご応募ください。 

＜応募資格＞ 
日本国籍を持ち、 

• 衆議院議員選挙：投票日に満 25歳以上であること 

• 参議院議員選挙：選挙日に満 30歳以上であること 
• 地方議会議員選挙：投票日に満 25歳以上であること 

 
※女性候補者については立候補に当たっての支援を増額する制度がございます。また、育児・介護の支援も行います。 
 

 

 

 公募詳細、方法などはこちらのQRコードより 

 

 

 

６ 公園の魅力向上 → トイレの再開、水辺公園、ドックランなどの魅力創出、付加価値向上を要望 
【質問】横浜の公園の魅力・特徴 

【回答】市内の約９割の公園で公園愛護会が結成され、日常の維持管理に加えて、公園ごとの特色を生か 
した活動が行われている。公園で市民や企業の皆様の力が、様々な形で発揮されていることが特徴。 

【質問】「公園に対する多様なニーズを受け止め、公園の魅力をさらに高めていくべき」 
【回答】多彩な公園があり、様々なニーズを受け止めるポテンシャルがあると考えている。横浜のそれぞれの 

公園の特徴や、地域ごとの事情をしっかりと把握して、より多くの方に喜ばれる公園となるよう取り組んでいく。 

７ 横浜の観光促進に向けた取組 → 観光バスの受け入れ環境の整備、宿泊型の観光都市横浜、EXPO来街者の取り込み 
【質問】都心部における観光バスの受入れ環境整備に向けた取組の方向性 
【回答】旅行代理店やバス事業者を対象に、乗降場の設置場所など具体的なニーズ調査を実施していく。 

その調査結果を踏まえ、民間事業者と連携を図りながら、受入れ環境の改善に取り組む。 
【質問】横浜での宿泊をさらに増やしていくための取組 
【回答】これまで、観光客の滞在時間を延ばして宿泊に繋げられるよう、大規模イベント等と連携した回遊促進策や週末の花火の

打ち上げなどを行ってまいりました。今後は、海外ＯＴＡのプロモーションに力を入れて、消費額の高い傾向のあるインバ
ウンドの誘客を強化してまいります。 

【質問】GREEN×EXPO 2027の来訪者の市内周遊促進 
【回答】EXPOの期間中は、臨海部での観光コンテンツを充実させていきたいと考えている。また、東京・箱根・鎌倉などの周辺

観光地への高い利便性をＰＲして、インバウンドを、市内宿泊に転換していく。 

 

 

(坂本勝司を支援する会主催) 

豊洲市場＆千客万来 自由散策 

2026 年 1 月 17 日（土） 募集：120名 参加費：7,500円（軽食・お菓子・ドリンク付き） 

 

 

 
 


